
黒 人 音 楽

前 ーーノ 金 治

MaryAllenGrissomは,そ の著TheNegroSingsANewHeavenの 中で,黒 人音

楽独特 の シンコペー シ ョンの唱 法 につ いて"シ シン コペ ー シ ョンは決 して誇張 されて は な

らない。 それ は音価 の長短 と してで はな く,音 の強弱 と して扱 われ なければ な らな い。 注

意 を要 す る ことは,切 分音 は力 で ア タックす るの では な く,ア クセ ン トをつ け る ことで あ

り,又,ア クセン トの無 い音 を軽 く唱 う ことで ある。 余 りに荒 々 しい,鋭 い リズムにな ら

ないよ うに"と 言 った。

黒 人の先 天的 な感覚 は,あ らゆ る メロデ ィー に簡 単 な和 音 の背 景 を求 め,彼 らは歌 う時

に奇 妙 なslidingを か け る。 この ス ライデ ィングはグ ループで歌 う時 よ り,個 入で歌 う時

に多 い。黒 人の歌 の大部分 が長調 で あ るの に,長 調 の旋律 を短調 の旋律 にswingす る こ

とが 多 い。 メロデ ィーを歌 いなが ら和 声 を付 けて い る と言 う事 が出来 る。

黒 人の歌 は,し ば しば,グ ルー プで歌 うユニ ゾ ンの コー ラスで始 め られ る。 次 に,レ シ

タテ ィーヴの よ うな独 唱が リー ダーによ って歌 われ,ま た,コ ー ラスが続 く。

この よ うに,独 唱 と コー ラスが交互 に歌 われ,最 後 は コー ラスで終 る。 リー ダーが独唱

して い る時,簡 単 な和音 づ けがハ ミングで な され る。彼 らの創作 にな る簡単 なハ ーモニ イ

の美 しさは,低 く評価 すべ きで はない。

次 に"DoLordRememberMe"を,黒 人の歌 の一見本 と して掲 げて お く。

1940年 か ら50年 にか けて合衆 国南部 で盛 ん に歌 われ た曲で あ る。 オ ク ラホマ市 の タバ ナ

クルで,数 百人 の黒人 達 と真夜 中 まで この歌 を歌 い続 け た情景 を忘 れ る事 が出来 ない。外

は10月 の澄 み きった星の夜 で あ った。

Darwinは"歴 時を示 す音符 と リズ ムは,ま つ 第一 に,異 性 を チ ャー ムす るために修得

され た"と 考 えた。

HerbertSpencerは"音 楽 の源 は通 常 の談 話 のカデ ンツで あ り,声 は人 が興奮す る時 に

上 り,意 気 消沈 す る と下 る。話 と歌 は昇降 の 程 度 の差で あ って,別 な 種類 の もので はな

い"と 考 えた。

M.Combarieuは"音 楽 の源 につ いて,musicとmagicは 切 り放 して考 え られな い"

と云 った。

別 に リズ ムの起 原 を信 号説,労 働説 に求 め る人 々もあ る。

リズムは原始人 にと って,感 動や情 緒 を表 現す るの に欠 くことが 出来 ない。 と くに,ダ

ンスで は多 くの人 々が一定 の リズムで 踊 る ことが必要 で,こ のため何 かの音 を出 して拍 を
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打 つ こ とが考 え られ た。 この拍 を打 つた め,石 や木 の幹等 が使用 され,や が て太鼓 とな っ

た。

ヨー ク ・トロ ッター音楽博 士 によ る と,音 楽 は話 よ り発生 した とい う進化 論の順 序 とは

反 対 に,"話"の 前 に音 楽が 在 った。 人 間が話 し言 葉を始 め る前 に,踊 手 は リズム に合 わ

せ て何 かの言 葉 を歌 って いた ことにな る。

旧約 聖書 中に,モ ーゼ がエヂ プ ト軍 を敗 った勝 利 の歌 を タンブ リンの リズムに合 わせ て

歌 い,人 々を踊 らせ,又,ダ ビデ王 が契 約 の箱 の前 で踊 った と記 されて い る。

聖歌 隊が 踊 りなが ら合唱 す る様 子 を私 は1973年 の夏 エ チオ ピア国 アヂ ス ・アベバ にあ る

コプ ト教会TRINITYCATHEDRALの 礼 拝で 目撃 した。

原 始人 の音 楽 の特徴 の一 つ は,短 い簡単 な フ レー ズの繰 り返 しで あ る。

ここで一考 に価 す る ことは,ダ ン ス音 楽 とは全 く別 な経 路で発 達 した教 会音 楽 の ことで

あ るが,こ れ はC.Parryの"ArtofMusic"の 第4章 によ る と,ギ リシ ャに起 原 を発 し

たギ リシ ャ音楽 は ヨー ロ ッパ に属す るので は な く,ア ジヤ に属す る と云 うことで あ る。

西 洋音楽 で は半 音 よ り狭 い音程 は使 用 されて いないが,東 洋音 楽で は4分 の1音 程 が使

用 されて い る。 また,西 洋 音楽 で は協 和音 を求 め る本能 と舞 踊の性質 が リズム構造 を決定

し,音 階 音群 の中心 を作 る。 しか し,東 洋 音楽 で はKey-centerは ない。

Dr.Trotterは 結論 と して"Keyの 範 囲 も増 々拡大 され,や がて,長 調,短 調 の基準

も消 失せ,前 世紀 には喜 びで あ った調 も,未 来 に おいて は 退 屈 と 平凡 の 調 とな るで あろ

う"と 云 った。

基準 音高 も協 和音 の度合 も18世 紀 と20世 紀 の それ とは同一 で はない。

Afro-Americanmusicと 云 う表 現 は,ア メ リカの 黒 人音楽 を正 しく表現 す る語 で はな

い。

黒人 の習慣等 に関連 して 使用 され るア フ ロeア メ リカン と云 う語 は,合 衆 国 で黒 人達 が

創 作す る音 楽 のた めア フ リカの伝統 が本質 的 に必 要で あ った と云 う事 を意味 す るよ うに見

え る。

他面,黒 人 音楽 は無 意識 の 中に,彼 らが種族 と して ア フ リカの伝統 と何 か の関係 のあ る

ことを示 唆 してい る。 アフ リカに於て もア メ リカに於 て も,黒 人社会 で 音楽 の発 展 に役 立

つ感化 力 は人種 的 な もので はない。

合 衆 国 に於 け る異 った土 地 の歴 史 と社会 的位 置が,黒 人 の音楽 を造 り上 げ たので あ る。

ル イ ジア ナのア フ リカ伝統 とフ ランス伝統 との交叉 が,東 部 ジ ョー ジア に創作 され た ア

フ リカ と英国 の伝統 を受 けた もの とは別 の音楽 を作 った。

ル イ ジア ナ黒 入 の音 楽 は,合 衆 国の感化 よ りもフ ランス領 西印度諸 島 の文 化 の感化 を多

分 に受 けて い る。

ア メ リカ黒 人音楽 の大部 分 は,ピ ア ノの黒鍵 に相 当す る5音 音階 を使用 して い る。 また,
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多 くの黒 人の歌 は,"gapPedsystem"と して知 られて い る長音階 の第4音 か第7音 を欠

いた音階 を使用 して い る。 他 に,第7音 を 半音下 げ た長 音階,第6音 を半音上 げ た短 音

楽,ま た,第6音 を もたな いか,第7音 を半音 上 げた短音 階が あ り,学 者 によ ると,こ れ

らは アフ リカか ら持 って来 た音階 の 名残 りだ と考 え られ てい る。

HenryKrehbielの 分析 によ ると,黒 人 の歌527曲 の 中の21%が5音 音階 で あ ると述べ,

他 の者 は3500も5音 音階 で作 られて いた と著 して い る。

GuyB,Johnsonは,南 カロ ライナ の山地で歌 われ てい る白人民謡 の分析 で,21か ら28

%が5音 音 階 の曲で あ った と発表 した。

黒 人霊歌 の よ うなEnglish-Americanfolksongsの 多 くは第7音 か第4音 を欠 いて る。

調査 の結果NegroSpiritualsに はAngro-Americanの 感化 を受 けた曲が少 くない と云 わ

れ てい る。

近代 の録音 技術 の発達 が,今 まで未知 で あ った アフ リカの 音楽 に ふれ る 事 を 可 能 に し

た。 その結 果 アフ リカ音楽 と ヨー ロ ッパ 音楽 の中 に多 くの共 通点 を発見 して い る。 アフ リ

カ音楽 の 中 に も和 声が使 用 され,あ る地 区で は四声 のハ ーモニ イで演奏 され る事 が標準 に

な って きた。

RichardA.Watermanは ,ア フ リカ音 楽 と ヨpッ パ音楽 との間 に不調 和が な く,ヨ

ー ロッパ の素材が何 の抵 抗 もな く当て はまる
。 そ して英語 を話 す ヨー ロッパ人 に よって統

治 された合衆 国で は,英 国の島 々で作 られ た民謡 調 の メロデ ィが ア フ リカ奴 隷 たち によ っ

て受 けつがれ,ア メ リカ黒 人の歌 とな った と云 う結果 も発表 されて い る。

黒 人音楽 の旋律 は英 国の感 化 を多 分 に受 けて い るとい う人達 は,所 謂spiritua1だ けの

こ とで,ブ ル ースや綿 つみ歌,鉄 道敷 設の歌 舟漕歌 などに はふ れて いな い。 白人達 に よ

って黒入達 に伝 え られ た教会 の歌 の中 には,ヨ ー ロッパ的 な要素 が多分 にあ る。

譜 面上 半音低 い3度 や7度 が,フ ラ ッ トの ない音 符 に書か れて いる例 も多 い。 ジ ャズの

世 界で も リズムのモ チ ィフがア フ リカか ら来た のだ との論 説 は少 くな りつつ あ る。

ブルー スを特徴 づ け る3度 と7度 の下 った音 は,黒 人 の宗教歌 に も労働歌 に も見 出 され

る。Stearnsの 研 究 によ る と近 代 ジャズの中 に5度 が ブルー ・ノー トと して使 用 されつつ

あ る。MieczyslawKolinskiに よ ると この ブル ー ・ノー トは西 ア フ リカで は度 々聞 くこ と

が出来 ない。 しか し,同 じく音楽学者A・H・Jonesは,ア フ リカで は正確 な3度 と7度

はな い と語 ってい る。

ハ イチや キューバ で聞か れ るよ うな音楽 は,我 々が今 日使用 して い る12平 均 律 の音 程 と

一・致 してい ない事 も事 実で あ る
。黒 人 は音 程 をよ く聞 きわけ るよい耳 を持 って い る。 シャ

ープ や フ ラッ トの音 は ,歌 唱の誤 りや偶然 の事 で はない。

黒人達 の歌 うス ピ リチ ュアル や労 働歌 を聞 いてい る と,2度,3度,4度 または5度 の

ハー モニ イで歌 って い る ことが分 か る。
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教会 で は,リ ー ダーの声 の上 に即席 にハー モニ イを重 ねて歌 ってい る場合 もあ る。

ブルー ス,ゴ ー スペル や ジャズの歌手 は霧 のかか ったよ うな,し わがれ声 で歌 うので声

の甘 さはな い。LouisArmstrongは そ の代表 的歌手 であ る。左手 に聖書,右 手 に トラン

ペ ッ トを持 ち,ト ランペ ッ トの独奏 の後で,歌 い また"救 の証言"を す る彼 の顔 と声 は忘

れ る ことは出来 ない。

黒入 達 はフ ァルセ ッ トで歌 うこ ともあ る。 ハ イチや ジャマイ カや西印度諸 島で は,普 通

に用 い られ る唱法で あ る。

彼 らの独特 の歌唱法 の一 つ に,ハ ミングがあ る。/-Tつ,う め き声で歌 う,こ れは悲 し

み を表 わす のでは な く,喜 び にあふ れ た表現 で ある。音響 効果 のた め発音 を変化 さす こと

が あ る。例 えば,fatherをfathumの よ うに。 リー ダー と会衆 の応 答歌 が一部分重 な っ

て歌 われ るの もある。

MarshallStearnsが"ジ ャズ は ヨー ロッパのハ ーモニ イ,ユ ー ロ ・ア フ リカ旋律 とア

フ リカの リズムが合衆 国 に上陸 し,300年 の間 に,以 上の三要 素が調合 されて 出来 た もの

であ る"と 評 した ことも,興 味深 い ものがあ る。

LouisianaSongs

ル イ ジ ア ナ の フ ォ ー ク ・ ソ ン グ はJamesF.Broussard教 授 の グ ル ー プ 分 け に よ る と,

次 の3つ と な る 。

1.ル イ ジ ア ナ ・フ ラ ン ス 語 群

2.ア カ デ ィ ア ン 又 は,カ ジ ユ ン ・フ ラ ン ス 語 群

3.ニ グ ロ ・フ ラ ン ス 語,又 は,ク レオ ー ル 方 言 群

LouisianaFrenchFolkSong

大 ミ シ シ ッ ピ河 の 河 ロ ニ ュ ー ・オ リ ン ズ に は,市 内 に 今 も フ ラ ン ス 地 区 が 残 っ て い る

が,開 拓 当 時 に は フ ラ ン ス 系 の 人 々 が 多 く住 居 して い た 。 彼 ら は よ く英 語 と フ ラ ン ス 語 と

を 結 合 し た 歌 を 歌 っ た 。 家 庭 の 中 で"Whereisyourfather?"と 尋 ね る と,子 供 は"11

estgone.J'croisilestuptown."と 答 え て い た 。 ま た,家 を 尋 ね る と,"Vousgo

aheadaucoin.La,vousturnadroite,etlamaisonestdroitinfront."英 語 で は

"Yougoaheadtothecorner
.Thereyouturntotheright,andthehouseisright

infront."で あ る。

し か し,彼 ら は 正 し い フ ラ ン ス 語 を 話 す こ と を 誇 と し て い た が,学 校 で 学 ぶ こ と が 出 来

ず,大 部 分 は 文 盲 で あ っ た 。

ル イ ジ ア ナ.フ ォ ー ク ・ソ ン グ の 歌 手 で あ っ た 黒 入 老 女Tizabelは77才 の 時,あ る 富

豪 の 家 に 奴 隷 と して 買 い 取 られ て き た 。 そ して,そ の 家 庭 の7人 の 子 供 に 毎 夜"C'estla

-一一90
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pouletteblanche"と 子守 歌を歌 って 子 供達 を眠 らせた。 その彼女 の得意 そ うな輝や いた

顔 が浮か んで くる。

聖 歌隊 の指導者 で あ った黒 人老女TanteMargueriteは,彼 女の小 屋が火事 で焼 けた

時,書 類 を全部焼 失 したの で 自分 の年 令 は分 か らないが,実 に愉 快 な歌 手で あ った。

ル イジアナの夏 は暑 い。 特 に湿 気が多 い。8月 の ニュー ・オ リンズは猛暑 で あ る。 長女

と私 は玉 の よ うに落 ち る汗 を拭 きつつ,フ レンチ ・クオ ターを巡歴 した。

彼 らのfolk-songの 例 と して,下 記 の ものを記 してお く。

拍子:調 子

MonPereAvaitCinqCentsMoutons

O?MaPetiteBergere

C'estLaPouletteBlanche

FaisDo-Do,Colas,MonPetitFrere

JeTeDonneraiUnPapierD'Aiguilles

OnABeanDire

O'JeunesGens

JeSuisUnJeuneHomme

LaMadame,Donnez-MoiLida

UnPetitBonhomme

ChereGrand'maman

6/8F

2/4C

4/4Es

3/4E

4/4G

3/4C

3/4C

s/8c

3/4C

2/4C

4/4C

CajunFolkSong

この歌 には終 りがな い と云 われてい る。 同 じ旋律 を何 回で も繰 り返 して歌 う。4分 の1

の音程 が使 用 され,ボ ル タ メン トで歌 われ る曲が多 い。 また歌詞 の字 数 も不揃 いで あ る。

感情 の本能 的激発 で,同 一 の曲 もダ ンスの前 と後 とで は別 もののよ うに聞 こえ る。旋律 に

は音 域 の広 い ものが あ り,音 程 の飛躍 も大 きい,そ して5音 音 階 は 悲 しい 曲 に 使用 され

'る
。 歌詞 は アカ ドの方 言で,フ ランス本 国の 田舎 の農夫 の話 し言 葉 に似 て い る。 内容 は人

生 の 出来 事 を歌 って い る。又,楽 天 的で黒 人霊歌 に あるよ うな短 調的 な ものは な く,宗 教

的要素 が欠 けてい る。

旋律 の 中にsemi-sharpが 記 され,リ ズムは不 平均 で,ア クセ ン トの位 置が不規 則で あ

る。 シン コペ ー シ ョンが多 い。

CreoleFolkSong

ク レオル とは,西 印度諸 島の黒人 や,土 着の人 と白人 との混血 入 の ことで あ る。彼 らの

歌 は カジュ ンと同 じよ うに短 くて,宗 教的要素 を欠 いて いる。 歌 詞 の 内容 は 風刺,愚 ろ

一,91一



黒 人 音 楽

う,粗 野 であ り,中 には食物 の ことや政治批評 もあ る。彼 らの方 言は西印度諸島か らル イ

ジアナの フ ランス人達 に買 い とられ,奴 隷 の生活 の中で身 につ けた黒 人の言葉で,Creole

と呼ばれてい る。今 日も,ル イジアナ州 の周辺 で黒入 や混 血人達 によって話 されてい る。

このCreoleDialectに ついての調査 は,ル イジアナ州 立大 学のRomanceLanguage部

で精 密 に行 われて いる。

MOLURON!HE!の 歌 を例 に とる と,こ の曲の勝利 を表 わす所 は,三 連符 とそれ に続

く歴時 の長 い音符,次 に喜 びはテ ンポが速 くな り音 高が上 ることで表 わ し,恐 怖 はテ ンポ

が遅 く音高が下 る。 このモル ロンとは黒 人奴隷 の逃亡者で,歌 にまで歌われ る有名 な人物

であ る。 この歌 を知 らせて くれ たのはCrowleyのUncleBenで,正 確で はないが百才

以 上の老黒人 であ った。彼 は3度 も奴隷 と して売 られた との こ とで あ る。

現 在 のル イジアナ州の 二.ユー ・オ リンズは,昔,奴 隷売 買が盛 んに行 われた所で,ア フ

リカや西 印度諸島か ら奴隷商 人達 によって運 び込 まれ た黒人奴隷 を取 引 され た競売場 趾が

ある。 白人 に買 い とられ た黒 人奴隷達 は,こ こか らヴ ァージニア州,北 カ ロライナ州や南

力Uラ イナ州 に移 動 して いった。

奴隷貿易 は18世 紀 が最盛期で,16世 紀 には90万 人 であ った黒人達 が19世 紀 には400万 人

以上 も輸入 された。 そ して西 ア フ リカを 出て大西洋 を航行 中%は 洋上 で 死亡 した と記 さ

れて い る。

黒人の宗教歌

ジュ ビ リー ・シンガ ーズ達 によ って黒人霊歌 が新 しく脚光を あびるよ うにな り,そ の美

しさが世人 の注 目す る ところ とな った。彼 ら特有 の哀 調の メロデ ィが人 々の胸を打 った。

黒人霊歌 は彼 ら自身へ の慰 めで あると同時に,彼 らを天国 に結 びつ ける勇気 を与 え るも

のであ る。 過去 におけ る彼 らの奴隷 と しての苦 悩 と忍耐が,短 調 的なペ ソスを表 わ してい

る。 彼 らのよ うに信 仰のみ によって支 え られて きた,圧 迫 された人種 の例 は他 の歴史上 に

残 って いない。 人間の声 によ って彼 らの単純 な信 仰を表現 したのがSpiritua1で ある。 日

日の苦役 に もかかわ らず,彼 らの 目を未来 にむけさせたの も この歌 であ る。

``Nothingbutpatienceforthislife
,nothingbuttriul叩hforthenext."

が彼 らの歌の 中に共通 して感ぜ られ る合 い言 葉であ る。

黒 人達 は歌 を歌 うことに満足 して いた。教 会でだ けで はな く,毎 日の仕事 の中 にも。

昼間 は愉快 な メロデ ィを口ず さんでいて も,夜 にな ると哀調の 曲を歌 う彼 らで あった。

特 に,愛 す る者 の死 に対 して は最 も悲 しい調 とな る。

BookerWashingtonに よ ると,黒 人の民謡 は彼 ら自身 に とって他 の国民の民謡 と同 じ

価値 を持 つ もので ある。 それ は黒人達 に"切 り出 された岩"を 思 い出 させ,種 族 の誇 りを

養 い,奴 隷の時代 に打たれた心 の悲痛 の はけ口を提供 した。苦 しみの 中に も聖書 に記 され
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て い る"ヨ ベ ルの年"を 待 ち望 んで忍耐 した種 族 は,他 に見出す ことは出来 ない。

黒 入霊 歌 は,彼 らがキ リス トの救 いを待 ち望む熱 心 な信 仰の 自発 的 な現 わ れで ある。 こ

れ らの源 はキ ャ ンプ ・ミー テ ィングや リヴ ァイヴ ァル聖会 で あ る。 体 を スウ ング しなが ら

Spiritualを 歌 う時,別 か れ別 かれ に 売 られ てい く競売 人 の打 つ木 の音 も全 く忘 れ,共 通

の希望 に生 き生 き した顔 にな る。Plantationsongsの 美 しさ は,最 高 の教養 を身 につ けた

人 々に も忘 れ るこ との 出来 ない印象 を与 えて い る。

奴隷 解放 の後 もこれ らの歌を歌 い続 けて きた。 今 日で は多 くの教会 がNegroSPirituals

を取 り上げて い る。 わが 国で も中田羽後 先生編 さん にな る 「聖 歌」 の中 に6曲,日 本 基督

教 団讃美 歌委 員会編 集の 「讃 美歌第 二編」 の 中に10曲,中 田羽後,和 田健治 両 氏 編 集 の

「青年 聖歌」 の中 に6曲 含 まれ てい る。

現在,合 衆 国南部 の黒人達 の 中で 歌 わ れてい る 曲は 昔 の もの に 比 べ る と,"caperと

paper"の よ うな2音 節 の重 音 が多 くな り,歌 詞の1行 や1節 だ けで は余 り意味 のな い も

のが あ り,古 い霊歌 の よ うに本能 的 な感 情 の表 現 よ りも 楽 音 の 印 象を 重 視す る 傾 向 にあ

る。 曲の たあ には言 葉 も犠牲 に されて い る。昔 の歌 の方言 の方が,今 日の歌詞 よ り もっと

純粋 であ った。

黒 人 自身 は,老 人 は もち論,若 者達 も昔 の曲を愛好 して い る。彼 らの好 み は素朴 な歌 詞

と響 きの よい言葉 で あ る。 単純 な リズ ム ・フ レー ズに は単純 な言 葉で。彼 らの歌 には,一

入 の リー ダー と折返 しの部分 を歌 う音量 を増 す コー ラスが 必要で あ る。

教 会 の 歌

彼 らの哀 調 をおび た メロデ ィ も教会 の諸行 事の 中に とけ込 み,説 教 に も,祈 りに も,讃

美 に も,独 特 の ビー トを打つ本 能が今 日の黒 人音楽 を作 り上 げたので あ る。 そ して,霊 歌

を歌 うの と同 じ熱 情 を もって各 教会 の讃美歌 を歌 って い る。 同一・の讃美歌 が黒 人特有 の解

釈 と無意識 の 中に現 われ る歌 唱態度 で歌 われ る とき,黒 人 教会音 楽 と呼 ばれ るものが 出来

て くる。

教 会 の礼 拝 や諸集会 は,リ ー ダーの独 唱 に よ って 始 ま り,そ の後 に 会衆 が つづ いて歌

う。 リー ダーの熱心 さがす ぐ会衆 に も反映 す る。 彼 らは リー ダーの歌 い 出 しに応 じて,ほ

とん どの霊 歌 や讃美歌 を暗調 で歌 う。

一般 の集会 で は牧 師が讃 美歌 の歌 詞 を朗 読 し,讃 美 の 歌 い出 しは リー ダー の役 目で あ

り,曲 を終 りにす る こと も リー ダーの役 目で あ る。

週 の中 日に,教 会 の祈祷会 において,10人 位で 歌 う黒 人の歌声 は同数 の 白人の歌 こえ の

何 倍か に匹敵す る。黒 人 の歌 は,深 い人 間の感情 と熱望 の,制 限 を受 けない激 発で あ る。

リーダー は"恵 と救"の 言 葉を歌 う時,喜 び と感 謝が顔 に満 ち溢れ てい る。

歌 は通 常,昔 か らの正確 さで,slowtempoで 始 ま る。 そ して,会 衆 の様 々な声 が,気
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持 よ くこれ に和 してい く。始 め は,印 刷 され た譜 面通 りに歌 って い るが,感 情 を抑 え るこ

とが 出来ず脈打 つ リズムに吸 い こまれ,音 量 も次 第 に増 して くる。

彼 らは好 きな歌 を,祈 祷 会で も日曜学校 の クラスで も,何 回 も何 回 も繰 り返 して歌 う。

彼 らにとって,歌 うこと自身が礼拝 とな ってい るよ うで ある。

黒 入 は歌 う時 に非常 な精 力 を発散 す るが,こ れ は彼 らにとって休 息で あ る。 多 くの黒 人

達 は,愛 好歌 を心一 ぱい歌 って い る時 は,目 を閉 じ,頭 を後方 に休 あて い る。 又,前 や後

の方 に体 をゆす る。集会 が終 って も,教 会 を立 ち去 らない者 も多い。歌唱 中のshoutsも

又,彼 ら独特 の ものであ る。

黒 人音楽 の評価 には,黒 人 の性 質 と彼 らの環境 を知 る ことが必要で あ る。

歌 の 素 材

しば しぼ,黒 人の宗教 と彼 らの歌 とは,同 意語 で あ ると云われ る。 説教 も,祈 祷 も,歌

自身 も,歌 うたあの新 しいテー マを示 唆 して い る。教会 も,信 徒 も,こ の世界 も,彼 らに

は歌 の素材 となる。 しか し,最 も大 きな源 をなす ものは"聖 書"で,そ の中の人物 を描 き

出す ことも多 い。 ア メ リカ黒 人の歌 は最初故 国 アフ リカの歌が土台 であ った と,普 通 は考

え られ るが,今 日の黒人 の歌 か らは,そ の起源 を尋 ね る事 は出来 ない。合衆 国南部 の黒 人

とアフ リカの人 々 との間 に,民 謡 の共 通点 のあ る事 は調査 の結果 判明 してい るが,使 用 さ

れて い る言葉 と意味 に関 して,両 者 の間 に実 際的 な関係 を見 出す事 は不可能 であ る。

古 い黒人霊歌 の多 くは,最 初,黒 人説教者 に よって黒 人会衆 のた め創作 された のが,始

ま りで,ま た,奴 隷 たちが人生 のい ろい ろな道 で創作 した ものだ と考 え られ る。

黒 人が 自分 の感情 を表 わす手段 は リズムであ り,こ れを強烈 に,ま た,継 続 的 に用 い る

こ とであ る。黒 人 は この表現 を メロデ ィに,言 葉 に,楽 句 に,叫 び に織 り込 んで歌 を創作

す る。

礼拝 者達 は説 教が終 ると,彼 らの心 の状態 を説教者 が語 った言 葉 に合 わせて歌 いだす。

時折,牧 師 の説教 中に聞 いた こと もない真新 らしい歌を 口づ さむ者が 出て,そ の言 葉 と

リズム とハーモ ニ イの美 しさに,一 同が引 きつ け られ る こともあ る。

時 と して,リ ーダー は即席 に新 曲を歌 うこ ともあ る。 その集会 と機会 の必要 にせ ま られ

て,リ ーダーが歌 と曲を即席 に創作 し,新 らしく教 会 に出席 した人達 を歓迎 す る。 もっ と

も,既 成 の新 曲を学ぶ 時 には,予 めプ リン トに して配付す る。

マ ー チ

教 会 はヴ ァイオ リンとダンスを,悪 魔 の道 具 と して烙印 を押 した。黒 人達 はダ ンスが好

きであ ったが,教 会 は これ を禁 じた。 そ こで,教 会 はこれ に代 わ って,彼 らの リズム と興

奮 を満足 さす もの と してマ ーチを制定 した。
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教堂 で はベ ンチを片付 け,礼 拝 者 のたあ のマー チの場所 を作 った。 行進 の方法 もい くつ

か あ り,そ の一つ に男女一 組 が主 に在 る兄弟,姉 妹 と して行進 し,又,あ る時 は一人 つつ

行進 す る。

簡単 な メロデ ィーに合 わせ,リ ズムの スイングに ステ ップを合 わせ る。 これが繰返 され

て い く中 に,興 奮 が高 ま り,マ ーチの歌 が生 れ る。

朝 まで続 くこ とも珍 しくな い。

マー チで は前後 に体 をゆ り動 か し,進 んだ り戻 った り,か くして,抑 制 よ りの絶体的 解

放 に満足す る。 そ して,子 供 の よ うにモ ーゼの手 に よってパ ロの束縛 か ら救 出 され た イス

ラエ ル人 にな って しま う。今 日歌われて い るマーチの歌 は,奴 隷 解放 後の作 で あ る。礼 拝

中 の シヤ ウ トは,昔 の マーチの時 に もあ ったが,今 日の はやや乱雑 な感 がす る。

個 入が あち らこち らさ迷 い なが ら,即 席 に霊 歌 を作 る事 もある。 これ らの歌 の中で,度

々歌 われ る言 葉 は"0鰐Lord"で あ る。

黒 人達 が偶然 に作 曲 して歌 い 出 した曲 を,彼 らの群 に伝 え,他 の土地 に も伝 え られ る。

動作 と歌 は分 離 出来 な い。 系統的 な動作 は歌 う時大 きな助 け とな る。

運動 の中 の均 整 と リズム,音 楽 の中 の強弱 と リズムが,黒 人の歌 に本質 的 な喜 び を与 え

る。

KingJesus

こ の 言 葉 は,黒 人 霊 歌 の 中 で キ リ ス トに 与 え ら れ た 名 で あ る。

NowmyJesusbein'sogoodan'kind,MyJesusloweredhismercydown.An'

snatchmefromdedoorsofhell,An'tookmeinwithhimtodwell.

王 イ エ ス の 次 に よ く出 る 言 葉 はGodandJehovahで あ る 。

"MyLord
,""MyGod,""LordGod-er-mighty,""KingJehovah"

次 に,HeavenandHellで あ る 。

聖 書 中 の 人 物 は,霊 歌 の 大 部 分 に 表 わ れ て い る。 過 去 の 英 雄 の こ と を 不 思 議 な 想 像 力 で

描 写 す る 。 聖 書 物 語 の 中 に 多 く の 人 物 を 入 れ,道 徳 的 結 末 を つ け る 。

BarberShopHarmony

ア メリカの黒 人 は,メ ロデ ィー とハ ーモニ イで は,ア フ リカの音楽 を追 い越 した。 よ く

知 られて い る"StealAwayto∫esus"で は,コ ー ラスの部分 を会 衆がパ ー トを とって合

唱 し,次 に リーダーが独 唱す るか,会 衆が斉 唱す る。 そ して応答唱 を ユニゾ ンで唱 う。

白人 と黒人 との差 の一 つ に,白 人 は譜面 を正確 に唱 うが黒 入 は譜 面 に書 か かれて いな い

分 を も唱 う ことで あ る。 又 リズムの点で も,黒 人の リズ ムを完全 にマ スターす る ことの出

来 るの は,ユ ダヤ系 ア メ リカ人 だ けだ と考 え られて い る。
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黒 人の リズムの採 り方 に二通 りあ る。一 つ は手 や足 を軽 く打つ こ と,今 一 つ は頭 と体 を

振 ることであ る。霊 歌 の リズム は後者 で,世 俗音楽 の方 は前者 であ る。

霊歌 を本 当 に唱 うために は,そ の音楽 に うたれ なければ な らない。 彼 らはfeelと い う

言葉 を使 ってい る。 これ こそが 他 のいかな る芸 術 テ クニ ックよ り大 切で あ る。 時 として黒

人達 は足 で拍 子 を とり,手 を打 ち合 わせ て リズムを とる。

Shout-songは 霊 歌で も宗教歌 で もない。 半 宗教的,半 野蛮的 で ある。 集会 の中で用 い

られ る事 もあ るが,霊 歌 に属す る もの では ない。

黒 人 は本能 的 にハー モニ イをつ ける。 彼 らは無意識 の 中に も 和 声 を つ け る 能 力を 表 わ

し,オ ー ケ ス トラのよ うな音色 をか もし出す。

黒 人の少年 や青年 が4人 集 ま ると,90%の 者 が カルテ ッ トで歌 う。

フ ロ リダの大 きい ホテル には2組 の男声 四重 唱 団が あ り,そ れ を誇 ってい た。 また,南

部 の白入理髪 店 には カルテ ッ トが あ り,客 はギ ターでハ ーモニ イをつ けて楽 んでい た。 こ

の よ うな場所 で有 名な"barber-shopchord"が 生 れた。 そ して,こ れ が今 日ア メ リカの

音楽 家達が ア レンヂ メン トに用 い る クロス ・ハー モニ イの元 で あ る。男声 四重 唱 にバ ーバ

ー ・シ ヨップ和声 が不可欠 とな り,白 人の間 に も大流 行 とな った。 その後 ハ ーモニ イの変

遷 があ ったが"密 集位 置和 音"の 魅 力 は今 も多 く人 々の間 に続 いて いる。

NegroSpiritualsを ア メ リカの大衆 に紹介 したの はFisk大 学 で あ った。 そ してFisk

JubileeSingersが ヨー ロ ッパ に霊 歌の美 しさを鑑賞 させ た。 そ して このFisk大 学 の事 業

が,ア ラバマのCalbounSchool,ア トランタ大 学 やTuskegeeInstituteに 受 け継が れた。

TheBayPsalter

ア メ リ カ合 衆 国 の 賛 美 歌 の 歴 史 は,清 教 徒 達 が ユ628年 に 作 り上 げ た マ サ チ ュ セ ッ ツ ・ベ

イ ・コ ロ ニ イ に 英 国 よ り も っ て 来 た162ユ 年 ロ ン ド ン で 発 行 さ れ たRavenscroftPsalerで

始 ま る 。

TheBayPsalmBookof1640の 序 文 にJohnCottonは 次 の よ う に 記 した 。"Thatsoe

weemaysinginSiontheLordssongsofprayseaccordingtohisownewilluntill

heetakeusfromhence,anbwipeawayallourteares,&bidusenterintoour

mastersioyetosingeternallHalleluiahs".

こ こ ろ み に,こ の 詩 篇 歌 の 第100篇 を こ こ に 掲 げ て み る 。 曲 は ル イ ・ブ ル ジ ョ ア の 作 で,

Fの2分 の2拍 子 。 歌 詞 第 一 節

SHowtoJe-ho-vah,altheearth.

SeryyeJe-ho-vahwithglad-Hess;

beforehimcomewithsing-ing-merth.

Know,thatJe-ho-vahheGodis
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W.ThomasMarroccoとHaroldGleason共 編 集 に な るAnAnthologyfromthe

LandingofthePilgrimstothecloseoftheCivilWar .ユ620-1865の 曲 番97aに ヘ ブ

ル の 子 供 達 の 歌 に よ るNegroSpiritualが 次 の よ う に 掲 載 さ れ て い る 。

Won-derwhereisgoodoleDan-iel,

Won-derwhereisgoodoleDan-iel,

Won-derwhereisgoodoleDan-iel,

Wayo-verdeprom-iselan'.

IndianMusic

ア メ リカ ・インデ アンは黒入 で はな く,新 大 陸が発 見 された時 の先住民 で,皮 膚の色 の

赤 い人達で,今 は,北 海道 の ア イヌのよ うに合 衆国政 府 によ る保護 地区 に住 居 して いる。

彼 らに とって,歌 うこ とは誕生 か ら人生 最後 の時 に到 るまで の重 大な事件 で あ る。

彼 らの歌 の多 くは祈 の歌で,偉 大 な霊 で あ るManitouやOrendaに 捧 げ られ た もので

あ る,又,治 療 の歌 空 腹 の折 の獲物 の歌 な ど もあ る。

儀 式 の歌 も大 切 な もので,テ ィー トン ・スー族 の太陽 踊 には40以 上 の歌 が献 ぜ られ る。

彼 らは,歌 には魔力 があ る と信 じてい る。 もち論,子 守 り歌 もあ る。 勝 利の歌 収 獲の

歌,カ ヌー の歌,恋 歌,贈 答 の歌 な どが あ る。

楽器 は ドラム,タ ム タム とガ ラガ ラで,フ ルー トが 旋律 を奏 す る。

種族 の歌 は何 代 も受 けつ がれ,そ の族 の中で高 い地位 を持 つ人hに よって 歌 われ る。

Indiansongは,こ れ を初 めて聞 く白人達 に は不調 和 のよ うに聞 こえ る。 それは我 々の

音階 に は存 在 しない メロデ ィーだか らで ある。実 際,彼 らは,記 譜 され た音 符実音 の種 音

以上,或 いは下 を歌 う習慣 で あ る。拍子 は4分 の3拍 子で始 め,4分 の2拍 子 に変 り,数

小節 の後,4分 の3拍 子 に戻 る。 もう一 つ の特徴 は曲の終 りが低 い音で終 る こと。

伴 奏 の ドラムは,メ ロデ ィー とは別の リズムで奏 され るこ ともあ る。 大抵 は,独 唱者 自

身が ドラムを打 つ。

チ ペ ワ族が最 初 に聞い たの は子守 り歌 であ った。 中 には言葉 を もたず,weで 歌 われ る

もの もあ る。

Chippewa族 で は歌 を三種 数 に別 ける。

夢 で与 え られ た歌

原 作者 か ら買 った歌

人の成 功を賛 え る歌

む す び

NegroSpiritualsの 魅 力 に 捕 え ら れ て シ カ ゴ か ら グ レ イ ・ハ ウ ン ド ・バ ス に 乗 り シ ヤ ロ
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ッ トで乗 り替え ノー ス ・カロ ライナのデ ィユー ラム に学 んでか ら,は や30年 ちか くにな

る。筆 者 はその後1957年,1964年,ユ968年 と1971年 の四度,単 身 で,ま た家族 とと もに南

部諸 州で学 び,1970年 に は西印 度諸 島に,ユ973年 に はアフ リカに と黒人音 楽 の学 び の旅 を

っづ けた。

黒人特 有 の リズム とハ ーモ ニイの美 しさは ジユ ビ リー ・シンガ ー ズ以後 も世界一 流 のホ

ールで今 尚多 くの人 々を魅 了 してい る
。 と りわけ,救 いの歌 を 歌 う時の 彼 らの 顔 の輝 き

は,他 に讐 え るもの はな い。

苦 しみの中か ら産 み出 された この霊 の歌 は今 後,何 世紀 も何 世紀 も世界 の人 々によ って

歌 い続 け られ るで あ ろ う。

黒 人の偉 大 な指 導者MartinLutherKingJr.の 愛 唱句"Ihaveadream"の 額 が今

日 も私 の書斉 にかか って い る。

ユ975年 の夏,家 内 と2人 で ワ ィオ ミンの イエ ロー ス トー ン国立公 園か ら,イ ンデ ィア ン

の歌 を求 めて テ ィー トン山脈 に足 を運 んだ。 彼 らに と って は音楽 が生 き甲斐 で あ る。

アメ リ力社会 の発展 と黒人奴 隷制 度

1607ジ ェーム ズ ・タウ ンの建設

1619ア メ リカ最 初 の黒 人奴隷

1620メ イフ ラワー契約

1661ヴ ァー ジニア州で 奴隷 制度 法制 化

1676ベ イ コンの反 乱

1776独 立宣言

ユ790ハ イチの奴隷革 命始 まる

1793逃 亡奴隷 取締 法

1800ガ ブ リエル の奴隷 暴動

ユ807奴 隷 貿 易の禁止

ユ820ミ ズー リ協 定

1831ガ リソ ンの 「解放 者』

1833ア メ リカ奴隷 制反 対協会

1852ス トウ夫人 の 「ア ンクル ・ トムの小屋』

1854カ ンサ ス=ネ ブ ラス カ法

1857最 高裁 の ドレッ ド・ス コ ッ ト判決

ユ859ジ ョン ・ブ ラウ ンの武装 蜂起

1863奴 隷 解放宣 言
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